
統合失調症におけるコンピュータを用いた認知機能改善プログラムについて 

 

 

 認知機能障害そのものの改善を狙ったリハビリテーション技法として認知機能リハビリテーシ

ョンが近年注目されている。McGurk らは Thinking Skills for Work Program と称する就労支援

プログラムを開発し、その一部として「Cogpack」と呼ばれるソフトを用いた認知機能リハビリ

テーションを実施している。「Cogpack」はドイツのコンピュータソフト会社である Marker 
Software が開発した精神障害をもつ人のための認知機能リハビリテーション用ソフトであり、注

意、集中、精神運動速度、学習、記憶、遂行機能の６つの領域をトレーニングするための短いゲ

ーム課題のパッケージになっている。トレーニングは１回 45-60 分のセッションが１週間に 2-3
回、概ね 12 週間実施される。実施にあたっては、初回の 6 セッションは上記の６つの認知機能領

域を網羅するようにゲームの選択がなされ、その後のセッションでは参加者の希望するゲーム課

題やスタッフからみて参加者のリハビリテーションに有用と考えられるゲーム課題が適宜選択さ

れる。当院では厚生科学研究による効果研究に参加した後、本法の効果が立証されたのでデイケ

ア等の治療プログラムに導入して実施しているものである。下記の文書は患者への説明用文書で

ある。 
 

【認知機能リハビリテーションについて】 
☆認知機能リハビリテーションとは？ 
認知機能リハビリテーションとは、「Cogpack」というコンピュータソフトとグループ活動によっ

て、脳の記憶力や集中力、問題解決能力などを養うプログラムです。 
☆認知機能リハビリテーションのいいところはなに？ 
認知機能リハビリテーションをしっかり行うと、ものわすれが減ったり、注意力が上がったり、

またややこしい問題を順序立てて考える、計画を立てて考える、といった力をつけることができ

ます。また、これらの力を普段の生活でどのように役立てたらよいかについても、学ぶことがで

きます。さらに海外の研究で、このようなリハビリテーションが将来の就労や社会参加に役立つ

といわれていますが、日本では実際どのように役立つのかまだわかっていません。 
☆認知機能リハビリテーションはどんな風に行うの？ 
○認知機能リハビリテーションはコンピュータソフトを用いたトレーニングとグループ活動で構

成されています。 
○コンピュータソフトを用いたトレーニングは火曜日と金曜日の１３時３０分より、１時間程度

行います。このトレーニングによって脳の基礎的な力を鍛えます。トレーニングはスタッフが

お手伝いしながら、みなさんが１人で行います。ゲームはどれも簡単です。みなさんの好きな

ゲーム、取り組みたいゲームを中心にして実施しますので楽しみながら取り組めます。 
○グループ活動は金曜日の１５時より１時間程度行います。グループ活動ではコンピュータトレ

ーニングにより上手に取り組むためのコツや、コンピュータトレーニングで練習したことを

日々の生活に応用するための工夫についてみなで話し合います。参加者は同時期にコンピュー

タトレーニングに参加する５名程度を予定しています。 
 

曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 
コンピュータトレーニング 
（午後１時３０分から１時間） 

 
○   

○ 
グループ活動 
（午後３時から１時間） 

    
○ 
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資料 27

家族会の年間スケジュールについて





平
成
22
年
度
 
家
族
相
談
会
 
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
 

  

4
月
 
医
療
観
察
法
制
度
に
つ
い
て
１
 

（精
神
保
健
福
祉
士
 
三
澤
） 

10
月
 
医
療
観
察
法
制
度
に
つ
い
て
２
 

（社
会
復
帰
調
整
官
） 

5
月
 
病
気
に
つ
い
て
 

（医
師
 
大
森
） 

11
月
 
家
族
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
 

（心
理
療
法
士
 
岩
崎
） 

6
月
 
治
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
 

（看
護
師
 
作
業
療
法
士
） 

1
月
 
退
院
し
た
対
象
者
の
は
な
し
 

（退
院
対
象
者
） 

7
月
 
通
院
処
遇
に
つ
い
て
 

（通
院
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
） 

2
月
 
家
族
か
ら
の
は
な
し
 

（対
象
者
の
家
族
） 

9
月
 
座
談
会
 
 

ア
ン
コ
ー
ル
講
義
 

武
蔵
会
会
員
の
講
義
 

 

3
月
 
年
間
計
画
作
成
 

（ス
タ
ッ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
） 
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資料 28

遺伝カウンセリングの実績について





遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
診
療
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績
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0
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0
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1
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0

2
9

2
3
1
7
2
1

3
2

遺
伝
学
的
検
査

1
0
5
0
0
円

H
2
2
年
改
正

1
0

2
0

1
7

1
2

1
3
1
5

1
0

9
3
2

2
6
2
3

検
査
前

遺
伝
学
的
検
査

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

（
保
険
収
載
）

0

H
1
4
H
1
5
H
1
6
H
1
7
H
1
8
H
1
9

H
2
0

H
2
1

H
2
2

検
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査
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0
0
0
点

無
料

診
療
費
徴
収

開
始

認
定
遺
伝
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
採
用

遺
伝
病
学
的
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査
に

対
す
る
検
査
前
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の

対
応

カ
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ン
セ
リ
ン
グ
料
値
上
げ

認
定
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

常
勤
採
用

検
査
後

5
0
0
点
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資料 29

認知行動療法について





CBT（認知行動療法）センター設立について

認知療法・認知行動療法とは？

• 生活のなかの考え方や行動の悪循環に

注目し セ ト に なげる治療法注目して、セルフコントロールにつなげる治療法。

• 人は、一般的に強いストレス刺激があった場合、落ち込み（
気分）や体が重い（身体反応）とい た反応が現れる気分）や体が重い（身体反応）といった反応が現れる。

• こうした気分や身体反応は、その人の思考や認知、行動の
パターンと非常に関連しているパターンと非常に関連している。

• 症状を薬で治療しても、こうしたパターンのために改善が遅
れることがある そのような場合 パターンを変えることによれることがある。そのような場合、パタ ンを変えることによ
って、生活の中での考え方や行動の悪循環を把握し、セル
フコントロールにつなげることが、症状の改善や再発予防
につながる。

206



• 設立年月日：2011年4月1日設 年月 年 月

• 目的： 認知療法・認知行動療法の研修（人材育成）・調査・研
究（技法開発）・臨床支援等を通して、わが国における精神保健
・医療・福祉の質の向上に貢献する。

• 新規性、その効果（別紙１）： これまで薬物療法に偏りがちであ
た我が 精神科 療 流れ 中 初 知行動療法った我が国の精神科医療の流れの中で、初めて認知行動療法
の研究・研修を行うセンターがナショナルセンター内に設立され
る 今後 精神科医療における治療はもちろん 地域・職域・学る。今後、精神科医療における治療はもちろん、地域・職域・学
校等で悩みをかかえている人々に対する支援など、多方面にわ
たって貢献することができる。た 貢献する きる。

• 組織（別紙２）： センター長（大野裕 新任）、副センター長（金
吉晴 併任）、研修指導部長（堀越勝 新任）の他、研究開発部
長（併任）、認知行動療法診療部長（併任）を置く。

• 活動内容（別紙３-１、２、３）： 人材育成、外部連携、臨床研究
援、活動支援

別紙１

うつ、不安、自殺、心の痛みと経済損失

設立の背景
うつ、不安、自殺、心の痛みと経済損失

（一生のうち一度は精神疾患にかかる人：５人に１人：WHO調査、日本）

薬物療法単独療法の限界（治療抵抗性 高い再発率 薬物拒否）薬物療法単独療法の限界（治療抵抗性、高い再発率、薬物拒否）

ＣＢＴによる治療効果の認識の共有
（英国 治療者育成 億 / 年間）欧米 （英国：ＣＢＴ治療者育成に360億円/3年間）

存在しない ＣＢＴの研修病院

欧米

存在しない

足りない

ＣＢＴの研修病院

ＣＢＴの指導者（10人未満）
専門外来 効果の検証

日本

ナショナルセンターにＣＢＴセンター開設！！

専門外来、効果の検証

人材育成、研究、活動支援の推進

精神疾患の治療成績の向上
100人のCBT治療者→7000人のCBT治療/年・100人のCBT治療者→7000人のCBT治療/年

・医療機関通院中の患者の支援
・悩みをかかえた地域住民の支援、等
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別紙２ （組織図） センターは総長直轄組織

研修普及室長

副センター長 金 吉晴

研修普及室長
研修指導部長
堀越 勝 教育開発室長

センター長 認知行動療法研究室長
研究開発部長

堀越 勝 教育開発室長

タ 長
大野 裕

研究開発部長
評価手法研究室長

研究企画室長

臨床 デ ネ ト室長臨床コーディネート室長
認知行動療法
診療部長 臨床技術開発室長診療部長 臨床技術開発室長

臨床研究

別紙３-１ ＮＣＮＰ ＣＢＴセンター活動
日本初の研修・研究センター！！

研修

人材育成

専門家 指導者 育成

・うつ病、不安障害、不眠、統合
失調症等に対する 高度治療
研究プログラム li i l

研修
・専門家、指導者の育成
臨床訓練(on the job training)
自分の勤務先でＣＢＴ治療をして
その場で指導を受ける（NCNPや他施設）

・一般診療で活用できるCBT研修

研究プログラムclinical 
therapeutic programの策定・実
施と効果の検証

High or Low Intensity CBT

研究

・ 般診療で活用できるCBT研修
精神科（一般外来、救急、入院 等）
がん患者ケア、生活習慣病 等

・地域の精神保健・医療・福祉を支える
専門家・ボランティアの研修

High or Low Intensity CBT
+薬物療法、ECT

等

・治療メカニズムの解明
脳研究 遺伝子研究との連携

研究

活動支援外部連携

専門家 ボランティアの研修 脳研究、遺伝子研究との連携

活動支援外部連携

・地域、職域、学校における
・国内主要施設との連携
慶応、京都、千葉、広島、

心の健康活動の支援
・情報提供（ホームページ等）

・将来的にはセンターでの
治療の提供を視野に入れ

慶応、京都、千葉、広島、
名古屋市立、大阪、岩手、
旧国立療養所系施設 等

・海外主要施設との連携
Academy of Cognitive Therapy

支援

治療の提供を視野に入れ
る（外来・入院）

（米国） Beck Institute, Harvard大, 
Boston 大, Columbia大
（英国 ）Institute of Psychiatry 等
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CBT臨床家 指導者養成

別紙３-２ ＮＣＮＰ ＣＢＴセンター活動

CBT臨床家、指導者養成
講習会

臨床研修

臨床家は、CBT治療の実技訓練を受ける

指導者は 指導者指導コースへの参加
活
動 臨床研修

臨床研究

指導者は、指導者指導コ スへの参加

研究者は、複合的・多面的な研究の実践
動

CBT専門治療技能
講習会とスーパービジョン（CTAS,CTS等で評価）

国際認定組織Academy of Cognitive Therapy との連携 臨
床
家

医師

対象

指

家

一般臨床、地域・職域・教育活動のためのCBT技能

医師
心理士
看護師
保健師

指
導
者

教育法訓練

研
保健師
PSW
薬剤師
他

臨床研究 CBT臨床研究への参加、CBT臨床研究の方法論の習得

→ 患者レジストリーシステム、RCT、脳画像、遺伝子との連携

研
究
者

正規の臨床訓練を経た臨床家がほとんどいない現状を考えると、当面は人材
育成が急務であり、 CBTセンターとしてそこに全力を注ぐ予定！！！

別紙３－３ 現在予定している２３年度外部研修

• Judith Beck初心者認知療法講習会（５月７日、共催）

• 不眠症認知行動療法研修 （７月２８～２９日）

• 第一回うつ病認知行動療法研修 （８月２２～２３日）

• PTSD認知行動療法研修 （１０月３～６日）

• 第二回うつ病認知行動療法研修 （１０月２８～２９日）

• 薬物依存認知行動療法研修 （１１月１５～１6日）

• 第三回うつ病認知行動療法研修 （１２月２０～２１日）

• 第四回うつ病認知行動療法研修 （２月３～４日）

• 毎週行う職員向け研修会においても一部受け入れる

• 地域向け研修 （鹿児島、岩手、大阪、等）

• 夜間研修（毎月）
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CBTをよりよく理解するためのCBTをよりよく理解するための
参考資料参考資料

うつ病に対する認知行動療法 治療の流れ（例）

１回の面接時間は３０分以上、週１回程度、原則として、１６－２０回行う。
１６週間続けることで、より十分な効果が期待できること、一見症状が良くなっていても、改善を定着させ、再
発を予防するために、最後まで続けることが大切。

ステージ セッション 目的 アジェンダ 使用ツール・配布物

１ １－２ 症例を理解する
心理教育と動機付け
認知療法へsocialization

症状・経過・発達歴 などの問
診、認知モデル、治療構造の心
理教育

うつ病とは
認知行動療法とは

発を予防するため 、最後まで続ける 大切。

認知療法 socialization 理教育

２ ３－４ 症例の概念化
治療目標の設定
患者を活性化する

治療目標（患者の期待）を話し
合う
治療目標についての話し合い
活動スケジュール表など

問題リスト
活動記録表

３ ５－６ 気分・自動思考の同定 ３つのコラム コラム法
～考えを切り替えましょ
う

４ ７－１２ 自動思考の検証 コラム法 バランス思考のコツ動 考 検証
（対人関係の解決）
（問題解決技法）

法
（ｵﾌﾟｼｮﾝ：人間関係を改善す
る）
（ｵﾌﾟｼｮﾝ：問題解決）

考
認知のかたよりとは
人間関係モジュール
問題解決モジュール

５ １３－１４ スキーマの同定 上記の継続 「心の法則」とはキ 同定 記 継続
スキーマについての話し合い

心 法則」 は
心の法則リスト

６ １５－１６ 終結と再発予防 治療のふりかえり
再発予防
ブースター・セッションの準備
治療期間延長 決定する

治療を修了するにあたっ
て

治療期間延長について決定する

平成２１年厚生労働科学研究「精神療法の実施方法と有効性に関する研究」 うつ病の認知療法・認知行動療法（治療者用マニュアル）から抜粋。

210



有効性を証明された精神科治療法
（A guide to treatment that work Oxford 2007）（A guide to treatment that work, Oxford, 2007）

疾患 精神療法 薬物療法

統合失調症

スキルズトレーニング、就労支援、認知行動療法、行
動変容、社会学習／トークンエコノミープログラム、
包括型地域生活支援プログラム（assertive 非定型抗精神病薬
包括型地域生活支援プログラム（assertive 
community treatment ）

双極性障害
心理教育（個人、集団）、認知行動療法、IPSRT（対
人関係療法とsocial rhythm therapyの併用）、夫婦
療法・家族療法

リチウム、抗てんかん薬、非定型
抗精神病薬、抗うつ薬

大うつ病性障害 行動療法、認知行動療法、対人関係療法
SSRI、SNRI（慢性うつ病、反復
性うつ病：精神療法との併用療
法）法）

全般性不安障害 リラクゼーション、認知療法 抗うつ薬、buspirone

強迫性障害
認知行動療法（暴露反応妨害方を含む、薬物療法よ SRI強迫性障害
認知行動療法（暴露反応妨害方を含む、薬物療法よ
り効果的）

SRI

パニック障害 暴露（Situational in vivo exposure）、認知行動療法 SSRI

有効性を証明された精神科治療法
（A guide to treatment that work, Oxford, 2007）

疾患 精神療法 薬物療法

外傷後ストレス障害
(PTSD)

past-focused treatment（暴露、認知行
動療法）、present-focused treatment（
コーピングスキル）

SSRI、三環系抗うつ薬、MAOI

不眠 認知行動療法
ベンゾジアゼピン、RLSには低容量の
dopamine agonist

社会不安障害
暴露療法、認知行動療法、SST、リラク
セーション

SSRI

恐怖症
暴露療法（認知行動療法、とくにin 
vivo）

とくになし

神経性大食症 マニュアルに基づいた認知行動療法 抗うつ薬（短期）

境界性パーソナリティ障害 弁証法的行動療法（認知行動療法） オランザピン
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うつ病に対する認知行動療法の効果

成人うつ病に対する
認知行動療法と薬物療法の治療反応率 併用療法の効果の背景認知行動療法と薬物療法の治療反応率

(Hollon et al., 2005から引用)
併用療法の効果の背景
① 症状の改善や日常生活
の機能改善による
② 異なる治療法の併用に② 異なる治療法の併用に
より臨床改善がえられ、そ
れが治療反応率を上げる
③ 精神療法が薬物療法の③ 精神療法が薬物療法の
受け入れや忍容性を向上さ
せることより、治療のアド
ヒアランスを引き上げるヒアランスを引き上げる
④ 認知行動療法などの精
神療法は長期間に渡っても
再発予防に効果を示すこと再発予防に効果を示す と
から維持治療に有効

データは、Blackburn et al.,1981; Murphy et al., 1984; Hollon et al., 1992; Keller et al., 2000による。

わが国における認知療法の効果わが国における認知療法の効果

薬物療法抵抗性の患者を対象薬物療法抵抗性の患者を対象
客観的抑うつ症状は、第3セッションから

有意な改善
現在は、無作為化対照試験を開始

**

B
D
I

の

***

の
変
化

Dunnettの多重比較, **p<0.05, ***p<0.01

平成16－18年度厚生労働科学研究「精神療法の実施方法と有効性に関する研究」(主任研究者大野裕）
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Accademy of Cognitive TherapyAccademy of Cognitive Therapy
（認知療法・認知行動療法家国際認定組織）

• メンタルヘルス領域の学位

時 知療 修• 40時間以上の認知療法の研修

• 10例以上治療経験（症例リストの提出）10例以上治療経験（症例リストの提出）

• 5冊以上の認知療法読書（読書リストの提出）

• 1年以上の認知療法経験

• 推薦状2通推薦状2通

• 映像/音声テープでCTS40/66点以上、
/ 点 上CFRS20/24点以上

アメリカ精神科レジデント研修アメリカ精神科レジデント研修

支持的精神療法 認知行動療法 精神力• 支持的精神療法、認知行動療法、精神力
動的精神療法が必須

• 目標経験症例数：5ｰ9人：20%、5人未満

15 30時間の研修• 15-30時間の研修

• 評価項目評価項目

‒症例の概念化（65%）、録画ビデオ（45%）、プロ
セスノート（44%） 録音テープ（21%） 選択肢式セスノ ト（44%）、録音テ プ（21%）、選択肢式
筆記試験（20%）、ポートフォリオ（経験症例の
まとめ）（12%） 治療成績（9%）まとめ）（12%）、治療成績（9%）
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米国：心理職の精神療法訓練の例

ボランテ ア

年次 クラス・資格 実践

修士レベル
（２年間）

基礎訓練（共感など）
ボランティア
児童

（学校区など）

博士レベル

サイコロジカルアシスタント取得
（州発行の仮免許）

精神療法のクラス

外部勤務
開始修士論文

博士レベル
３年間

（内１年間の

精神療法のクラス
（クラス と ラボ）

タイ

外来患者
入院患者

（内 年間の
インターン） フルタイム

インターン
インターン
（１５００時間）

勤務
博士論文

勤務
（１５００時間）

資格試験

博士論文
卒業

クリ二カルサイコロジスト免許取得
（州発行の正式免許）

堀越部長

英国IAPT 
High-intensity intervention therapistHigh intensity intervention therapist

• 週に2日研修機関に通い、その他の時間は自分の臨床現場
で実践を積む ワ クショップで集中的な研修を始めに受けるで実践を積む。ワークショップで集中的な研修を始めに受ける
ことが勧められる。

• 各モジュールにつき 20日以上の研修各モジュ ルにつき、20日以上の研修
‒ ①スキルを中心としたワークショップ②グループワーク、ワークショップ
でのロールプレイ、グループスーパービジョン、各自の臨床現場での

グ プ ビ ③ ビ ④個人/グループスーパービジョン③治療と並行したスーパービジョン④
自習（読書、各セッション前後の読書、ＤＶＤ/ビデオライブラリー、eラ
ーニング）⑤ケースマネージメントと個々の問題に基づいた学習（ワー
クショップとスーパービジョンによる）からなる。

• 研修生は、200時間以上の診断/治療面接、8例以上の治療
終結とレポ トの作成 治療と並行した定期的なス パ ビ終結とレポートの作成、治療と並行した定期的なスーパービ
ジョンの受講、70時間以上のスーパービジョン、6セッションに
ついて認知療法尺度などの評価尺度を自己評価する 自験ついて認知療法尺度などの評価尺度を自己評価する、自験
例に関連する5冊以上の認知行動療法の読書、が求められる
。
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英国IAPT
L i i i i h iLow-intensity intervention therapist

• ①頻度の高い精神疾患患者との治療契約とアセスメント（5日間の①頻度 高 精神疾患患者 治療契約 ア ン （ 間
集中的ワークショップ＋週1日×１０週間の研修（講義半日＋スー
パービジョン下での実践半日）

• ②エビデンスに基づいたlow-intensity treatmentの提供（週1日（講
義半日＋スーパービジョン下での実践半日）×１０週間）

③患 様 講義 ビジ• ③患者の多様性への配慮（週1日（講義半日＋スーパービジョン下
での実践半日）×１０週間）

④臨床に従事する上で身につけておくべき事柄（週1日（講義半日• ④臨床に従事する上で身につけておくべき事柄（週1日（講義半日
＋スーパービジョン下での実践半日）×１０週間）の４つである。

①②④はロ ルプレイによって評価され また その録画ビデオを• ①②④はロールプレイによって評価され、また、その録画ビデオを
見ながら研修生が自身の面接に対するレジュメを提出する必要が
ある。筆記試験と症例のまとめの提出も求められる。③は実際のある。筆記試験と症例のまとめの提出も求められる。③は実際の
症例について治療計画を作成することで評価を受ける。

高強度CBTと低強度CBT高強度 と低強度

• high-intensity CBT（高強度認知行動療法g
）

‒個人認知行動療法 行動活性化個人認知行動療法、行動活性化

• 16～18回の個人精神療法セッション

l i i CBT（低強度認知行動療法）• low-intensity CBT（低強度認知行動療法）

‒ CBTの原則に準拠した資料に基づく個人のセ
ルフヘルプ

‒ コンピュータ支援型CBTンピ タ支援型C

‒集団での構造化された運動プログラム

当事者のサポ トグル プ プログラム‒当事者のサポートグループ・プログラム

‒ アドバイスクリニック
20
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習得すべき能力 訓練方法 評価基準

認知療法の研修（案）厚労書「精神療法の有効性の確立と普及に関する研究」班

精神療法の基本トレーニング
（支持的精神療法など）

心理・社会的治療における
一般的な能力

あらゆる精神療法に共通する基礎能力

Working Alliance 
Inventory (WAI)
California Psychotherapy 
Alliance Scale(CALPAS)

習得す き能力 訓練方法 評価基準

講義、双方向的ｾﾐﾅｰ、陪診、
文献学習（ｴﾋﾞﾃﾞﾝｽ＋治療理論

あらゆる精神療法に共通する基礎能力

認知・行動療法の基礎能力

Alliance Scale(CALPAS) 
などで繰り返し評価

Cognitive Therapy 文献学習（ ﾃ ﾝ 治療 論
＋ﾏﾆｭｱﾙ）ほとんどのCBTに共通するスキル

症例の概念化ほか

Awareness Scale
（CTAS）≧30/40で判定

・ Cognitive Formulation 

難易度の低いｸﾗｲｴﾝﾄの治療か
ら始める（問題が単純、比較的
軽症、治療意欲が高い）

認知・行動療
法における応
用能力 個別の問題に

Rating Scale（CFRS）
・Cognitive Therapy 
Scale（CTS）で繰り返し
評価（まずCTS≧30を目軽 、治療 欲 高

双方向的ｾﾐﾅｰ

用能力

ほとんどの認知・
行動療法に用い
られる応用能力

個別の問題に
対する認知・
行動療法ｽｷﾙ

指す）

CBT supervision 
checklistを利用

文献学習（技法、困難例の学習
など）

ビジメタ能力

られる応用能力
（技法など）

・ Cognitive Formulation 
Rating Scale（CFRS）
≧20/24スーパービジョン（個人・集団）メタ能力

個々の症例に対して、上記のすべてのレベ
ルにわたって発揮されるべき能力

≧20/24
・Cognitive Therapy 
Scale（CTS）≧40/60
を目標とする

高強度認知療法の研修（案）
厚労書「精神療法の有効性の確立と普及に関する研究」班厚労書「精神療法の有効性の確立と普及に関する研究」班

認定
1年以上の認知療法経験

基礎研修①
12時間

SV下での
治療

1年以上の認知療法経験
20時間以上の研修
5冊以上の読書
5例以上の治療

基礎研修②
SV下での
治療

5例以上の治療
症例リスト

症例レポート（概念化）
CTS≧30

CTAS

CTS≧30
CTSCTS CTSCTS

ｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞｰ
研修

2例以上のSV ｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞｰ認定
1年以上の認知療法経験研修 1年以上の認知療法経験

40時間以上の研修・5冊以上
の読書・10例以上の治療

症例リストCTS評価
CTS

ｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞｰ連絡会

症例リスト
症例レポート（概念化）

CTS≧40

・CTS評価
・成人学習理論
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資料 30

平成22年度患者満足度調査について





平
成

平
成
平
成

平
成
２
２
２
２
２
２
２
２
年
度

年
度
年
度

年
度
　 　　　
シ
ー
ン

シ
ー
ン

シ
ー
ン

シ
ー
ン
別
平
均
点
数

別
平
均
点
数

別
平
均
点
数

別
平
均
点
数
（ （（（
入
院

入
院

入
院

入
院
） ）））

★
国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

※
）
各
シ
ー
ン
の
数
値
は
、
当
院
の
点
数
。

2
.
0

2
.
4

2
.
8

3
.
2

3
.
6

4
.
0

4
.
4

4
.
8

医
師

医
師
医
師

医
師
の ののの
説
明

説
明
説
明

説
明
に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て
不
満

不
満
不
満

不
満
(
4
.
0
4
)

(
4
.
0
4
)

(
4
.
0
4
)

(
4
.
0
4
)

入
院

入
院
入
院

入
院
の ののの
手
続

手
続
手
続

手
続
き
に
つ
い
て

き
に
つ
い
て

き
に
つ
い
て

き
に
つ
い
て
不
満

不
満
不
満

不
満
(
3
.
7
4
)

(
3
.
7
4
)

(
3
.
7
4
)

(
3
.
7
4
)

入
院
中

入
院
中

入
院
中

入
院
中
の ののの
生
活

生
活
生
活

生
活
の ののの
説
明
説
明
説
明

説
明
に ににに
不
満

不
満
不
満

不
満
(
3
.
9
4
)

(
3
.
9
4
)

(
3
.
9
4
)

(
3
.
9
4
)

医
師

医
師
医
師

医
師
の ののの
態
度

態
度
態
度

態
度
や ややや
言
葉
使

言
葉
使

言
葉
使

言
葉
使
い
が
い
が
い
が
い
が
悪 悪悪悪
い いいい
(
4
.
4
8
)

(
4
.
4
8
)

(
4
.
4
8
)

(
4
.
4
8
)

医
師

医
師
医
師

医
師
の ののの
技
術

技
術
技
術

技
術
や ややや
知
識

知
識
知
識

知
識
に ににに
不
安

不
安
不
安

不
安
を ををを
感 感感感
じ
た
じ
た
じ
た
じ
た
(
4
.
0
4
)

(
4
.
0
4
)

(
4
.
0
4
)

(
4
.
0
4
)

看
護
師

看
護
師

看
護
師

看
護
師
の ののの
態
度
態
度
態
度

態
度
、 、、、
言
葉
使

言
葉
使

言
葉
使

言
葉
使
い いいい
、 、、、
処
置

処
置
処
置

処
置
の ののの
仕
方

仕
方
仕
方

仕
方
に ににに
不
満

不
満
不
満

不
満

(
4
.
0
4
)

(
4
.
0
4
)

(
4
.
0
4
)

(
4
.
0
4
)

入
院
中

入
院
中

入
院
中

入
院
中
に ににに
受 受受受
け
た
け
た
け
た
け
た
日
常
生
活

日
常
生
活

日
常
生
活

日
常
生
活
の ののの
介
助

介
助
介
助

介
助
に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て
不
満
不
満
不
満

不
満

(
3
.
9
4
)

(
3
.
9
4
)

(
3
.
9
4
)

(
3
.
9
4
)

医
師

医
師
医
師

医
師
や ややや
看
護
師

看
護
師

看
護
師

看
護
師
な
ど
な
ど
な
ど
な
ど
医
療

医
療
医
療

医
療
ｽ
ﾀ
ｯ
ﾌ

ｽ
ﾀ
ｯ
ﾌ

ｽ
ﾀ
ｯ
ﾌ

ｽ
ﾀ
ｯ
ﾌ
の ののの
ﾁ
ｰ
ﾑ
ﾜ
ｰ
ｸ

ﾁ
ｰ
ﾑ
ﾜ
ｰ
ｸ

ﾁ
ｰ
ﾑ
ﾜ
ｰ
ｸ

ﾁ
ｰ
ﾑ
ﾜ
ｰ
ｸ
が ががが
悪 悪悪悪
い いいい

(
3
.
9
)

(
3
.
9
)

(
3
.
9
)

(
3
.
9
)

受 受受受
け
た
け
た
け
た
け
た
検
査

検
査
検
査

検
査
に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て
納
得

納
得
納
得

納
得
で
き
な
い

で
き
な
い

で
き
な
い

で
き
な
い
(
4
.
5
8
)

(
4
.
5
8
)

(
4
.
5
8
)

(
4
.
5
8
)

受 受受受
け
た
け
た
け
た
け
た
手
術

手
術
手
術

手
術
に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て
納
得

納
得
納
得

納
得
で
き
な
い

で
き
な
い

で
き
な
い

で
き
な
い
(
4
.
3
3
)

(
4
.
3
3
)

(
4
.
3
3
)

(
4
.
3
3
)

受 受受受
け
た
け
た
け
た
け
た
治
療

治
療
治
療

治
療
・ ・・・
処
置

処
置
処
置

処
置
に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て
納
得

納
得
納
得

納
得
で
き
な
い

で
き
な
い

で
き
な
い

で
き
な
い
(
4
.
5
7
)

(
4
.
5
7
)

(
4
.
5
7
)

(
4
.
5
7
)

受 受受受
け
た
け
た
け
た
け
た
点
滴

点
滴
点
滴

点
滴
、 、、、
注
射

注
射
注
射

注
射
、 、、、
薬 薬薬薬
に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て
納
得

納
得
納
得

納
得
で
き
な
い

で
き
な
い

で
き
な
い

で
き
な
い

(
4
.
4
)

(
4
.
4
)

(
4
.
4
)

(
4
.
4
)

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に ににに
納
得
納
得
納
得

納
得
で
き
な
い

で
き
な
い

で
き
な
い

で
き
な
い
(
4
.
3
5
)

(
4
.
3
5
)

(
4
.
3
5
)

(
4
.
3
5
)

病
院

病
院
病
院

病
院
の ののの
ト
イ
レ

ト
イ
レ

ト
イ
レ

ト
イ
レ
や ややや
浴
室

浴
室
浴
室

浴
室
に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て
不
満

不
満
不
満

不
満
(
3
.
6
4
)

(
3
.
6
4
)

(
3
.
6
4
)

(
3
.
6
4
)

病
院

病
院
病
院

病
院
の ののの
廊
下

廊
下
廊
下

廊
下
や ややや
階
段

階
段
階
段

階
段
、 、、、
エ
レ
ベ
ー
タ

エ
レ
ベ
ー
タ

エ
レ
ベ
ー
タ

エ
レ
ベ
ー
タ
が ががが
不
便

不
便
不
便

不
便
(
4
.
3
4
)

(
4
.
3
4
)

(
4
.
3
4
)

(
4
.
3
4
)

病
室
内

病
室
内

病
室
内

病
室
内
の ののの
環
境

環
境
環
境

環
境
に ににに
不
快

不
快
不
快

不
快
や ややや
不
満

不
満
不
満

不
満
を ををを
感 感感感
じ
た
じ
た
じ
た
じ
た
(
3
.
8
9
)

(
3
.
8
9
)

(
3
.
8
9
)

(
3
.
8
9
)

入
院
中

入
院
中

入
院
中

入
院
中
の ののの
食
事

食
事
食
事

食
事
が ががが
不
満
不
満
不
満

不
満
(
3
.
7
)

(
3
.
7
)

(
3
.
7
)

(
3
.
7
)

病
院

病
院

病
院

病
院
の
そ
の

の
そ
の

の
そ
の

の
そ
の
他 他他他
の ののの
設
備
設
備
設
備

設
備
や ややや
環
境

環
境
環
境

環
境
が ががが
不
満

不
満
不
満

不
満
(
3
.
7
3
)

(
3
.
7
3
)

(
3
.
7
3
)

(
3
.
7
3
)

退
院

退
院

退
院

退
院
の ののの
説
明

説
明
説
明

説
明
に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て
不
満

不
満
不
満

不
満
(
4
.
1
3
)

(
4
.
1
3
)

(
4
.
1
3
)

(
4
.
1
3
)
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平
成

平
成
平
成

平
成
２
２
２
２
２
２
２
２
年
度

年
度
年
度

年
度
　 　　　
シ
ー
ン

シ
ー
ン

シ
ー
ン

シ
ー
ン
別
平
均
点
数

別
平
均
点
数

別
平
均
点
数

別
平
均
点
数
（ （（（
外
来

外
来

外
来

外
来
） ）））

★
国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

※
）
各
シ
ー
ン
の
数
値
は
、
当
院
の
点
数
。

2
.
0

2
.
4

2
.
8

3
.
2

3
.
6

4
.
0

4
.
4

4
.
8

初 初初初
め
て
の

め
て
の

め
て
の

め
て
の
受
診

受
診
受
診

受
診
の ののの
際 際際際
、 、、、
不
安

不
安
不
安

不
安
を ををを
感 感感感
じ
た
じ
た
じ
た
じ
た
(
3
.
4
6
)

(
3
.
4
6
)

(
3
.
4
6
)

(
3
.
4
6
)

こ
の
こ
の
こ
の
こ
の
病
院

病
院
病
院

病
院
は ははは
不
便
不
便
不
便

不
便
(
3
.
5
)

(
3
.
5
)

(
3
.
5
)

(
3
.
5
)

こ
の
こ
の
こ
の
こ
の
病
院

病
院
病
院

病
院
は ははは
印
象
印
象
印
象

印
象
が ががが
悪 悪悪悪
い いいい
(
4
.
0
6
)

(
4
.
0
6
)

(
4
.
0
6
)

(
4
.
0
6
)

診
療

診
療
診
療

診
療
ま
で
の

ま
で
の

ま
で
の

ま
で
の
待 待待待
ち ちちち
時
間
時
間
時
間

時
間
を ををを
不
満

不
満
不
満

不
満
に ににに
思 思思思
う ううう
(
2
.
8
6
)

(
2
.
8
6
)

(
2
.
8
6
)

(
2
.
8
6
)

待
合
室

待
合
室

待
合
室

待
合
室
の ののの
環
境
環
境
環
境

環
境
を ををを
不
満

不
満
不
満

不
満
に ににに
思 思思思
う ううう
(
3
.
7
1
)

(
3
.
7
1
)

(
3
.
7
1
)

(
3
.
7
1
)

医
師

医
師
医
師

医
師
の ののの
態
度

態
度
態
度

態
度
や ややや
言
葉
使

言
葉
使

言
葉
使

言
葉
使
い
が
い
が
い
が
い
が
悪 悪悪悪
い いいい
(
4
.
1
3
)

(
4
.
1
3
)

(
4
.
1
3
)

(
4
.
1
3
)

医
師

医
師
医
師

医
師
の ののの
技
術

技
術
技
術

技
術
や ややや
知
識

知
識
知
識

知
識
に ににに
不
安
不
安
不
安

不
安
を ををを
感 感感感
じ
た
じ
た
じ
た
じ
た
(
4
.
0
4
)

(
4
.
0
4
)

(
4
.
0
4
)

(
4
.
0
4
)

看
護
師

看
護
師

看
護
師

看
護
師
の ののの
態
度
態
度
態
度

態
度
、 、、、
言
葉
使

言
葉
使

言
葉
使

言
葉
使
い いいい
、 、、、
処
置

処
置
処
置

処
置
の ののの
仕
方

仕
方
仕
方

仕
方
に ににに
不 不不不

満 満満満
(
3
.
9
2
)

(
3
.
9
2
)

(
3
.
9
2
)

(
3
.
9
2
)

今
日

今
日

今
日

今
日
、 、、、
受 受受受
け
た
け
た
け
た
け
た
検
査

検
査
検
査

検
査
に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て
納
得
納
得
納
得

納
得
で
き
な
い

で
き
な
い

で
き
な
い

で
き
な
い

(
3
.
9
9
)

(
3
.
9
9
)

(
3
.
9
9
)

(
3
.
9
9
)

今
日

今
日

今
日

今
日
、 、、、
受 受受受
け
た
け
た
け
た
け
た
治
療

治
療
治
療

治
療
・ ・・・
処
置

処
置
処
置

処
置
に ににに
納
得

納
得
納
得

納
得
で
き
な
い

で
き
な
い

で
き
な
い

で
き
な
い
(
4
.
2
)

(
4
.
2
)

(
4
.
2
)

(
4
.
2
)

今
日

今
日

今
日

今
日
、 、、、
受 受受受
け
た
け
た
け
た
け
た
点
滴

点
滴
点
滴

点
滴
、 、、、
注
射

注
射
注
射

注
射
、 、、、
薬 薬薬薬
に ににに
納
得

納
得
納
得

納
得
で
き
な
い

で
き
な
い

で
き
な
い

で
き
な
い

(
4
.
1
3
)

(
4
.
1
3
)

(
4
.
1
3
)

(
4
.
1
3
)

今
日

今
日
今
日

今
日
、 、、、
受 受受受
け
た
け
た
け
た
け
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に ににに
納
得
納
得
納
得

納
得
で
き
な

で
き
な

で
き
な

で
き
な

い いいい
(
4
.
1
3
)

(
4
.
1
3
)

(
4
.
1
3
)

(
4
.
1
3
)

診
察
室

診
察
室

診
察
室

診
察
室
の ののの
環
境

環
境
環
境

環
境
が ががが
不
満

不
満
不
満

不
満
(
4
.
1
7
)

(
4
.
1
7
)

(
4
.
1
7
)

(
4
.
1
7
)

病
院

病
院

病
院

病
院
の
そ
の

の
そ
の

の
そ
の

の
そ
の
他 他他他
の ののの
設
備
設
備
設
備

設
備
や ややや
環
境

環
境
環
境

環
境
が ががが
不
満

不
満
不
満

不
満
(
3
.
8
9
)

(
3
.
8
9
)

(
3
.
8
9
)

(
3
.
8
9
)

会
計
手
続

会
計
手
続

会
計
手
続

会
計
手
続
き
に
き
に
き
に
き
に
納
得

納
得
納
得

納
得
で
き
な
い

で
き
な
い

で
き
な
い

で
き
な
い
(
3
.
3
6
)

(
3
.
3
6
)

(
3
.
3
6
)

(
3
.
3
6
)

機
構

N
C

当
院

218



資料 31

電子カルテシステムについて





電
子
カ
ル
テ

診
療
情
報
シ
ス
テ
ム

放
射
線
情
報
シ
ス
テ
ム

内
視
鏡
画
像
フ
ァ
イ
リ
ン
グ

再
来
受
付
機
（2
台
）

カ
ル
テ
検
索
装
置

オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

　
処
方
オ
ー
ダ
　

　
注
射
オ
ー
ダ

　
処
置
オ
ー
ダ

　
検
体
検
査
オ
ー
ダ
　

　
細
菌
検
査
オ
ー
ダ

　
病
理
検
査
オ
ー
ダ

　
輸
血
オ
ー
ダ
　

　
放
射
線
検
査
オ
ー
ダ

　
生
理
検
査
オ
ー
ダ

　
内
視
鏡
オ
ー
ダ

　
移
動
オ
ー
ダ

　
食
事
オ
ー
ダ

　
リ
ハ
ビ
リ
オ
ー
ダ
　

　
服
薬
指
導
オ
ー
ダ

　
栄
養
指
導
オ
ー
ダ
　

　
手
術
・麻
酔
オ
ー
ダ

　
　
予
約
オ
ー
ダ

文
書
管
理
シ
ス
テ
ム

検
体
検
査
シ
ス
テ
ム

細
菌
検
査
シ
ス
テ
ム

生
理
検
査
シ
ス
テ
ム

病
理
検
査
シ
ス
テ
ム

薬
剤
部
門
シ
ス
テ
ム

調
剤
シ
ス
テ
ム

服
薬
指
導
シ
ス
テ
ム

看
護
勤
務
管
理

医
事
会
計
シ
ス
テ
ム

経
営
分
析
シ
ス
テ
ム

栄
養
管
理
シ
ス
テ
ム

リ
ハ
ビ
リ
部
門
シ
ス
テ
ム

輸
血
管
理
シ
ス
テ
ム

イ
ン
シ
デ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム

診
察
待
ち
表
示
板
（8
台
）

診
療
用
デ
ー
タ
ウ
エ
ア
ハ
ウ
ス

治
験
管
理
シ
ス
テ
ム

看
護
業
務
支
援

歯
科
医
事
シ
ス
テ
ム

財
務
会
計
シ
ス
テ
ム

統
合
部
門
ラ
イ
ブ
ラ
リ

手
術
部
門

放
射
線
画
像
シ
ス
テ
ム

ナ
ー
ス
コ
ー
ル
シ
ス
テ
ム

脳
波
検
査
シ
ス
テ
ム

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
医
療
情
報
共
有

診
療
情
報
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
カ
ル
テ
・
オ
ー
ダ
等
の
診
療
情
報
が
一
括
管
理
さ
れ
る
そ
れ
に
接
続
し
た

各
部
門
の
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
は
診
療
情
報
シ
ス
テ
ム
と
通
信
し
、
共
通
の
診
療
情
報
を
保
持
す
る
。
職
種

に
か
か
わ
ら
ず
共
通
の
診
療
情
報
を
参
照
で
き
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。
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資料 32

登録医療機関リスト





登
録
医
療
機
関
リ
ス
ト
（
平
成
2
3
年
3
月
末
現
在
）

医
療
機
関
名

〒
市
町
村

以
下
住
所

診
療
科

む
さ
し
ク
リ
ニ
ッ
ク

18
7-

00
41
小
平
市

美
園
町

1-
7-

17
-2

F
精
神
科
・
心
療
内
科

安
部
医
院
泉
町
分
院

20
2-

00
11
西
東
京
市

泉
町

2-
16

-1
1

内
科
・
心
療
内
科
・
精
神
科
・
耳
鼻
科

富
士
見
ク
リ
ニ
ッ
ク

18
9-

00
24
東
村
山
市

富
士
見
町

5-
6-

33
内
科
・
神
経
科
・
整
形
外
科

浅
香
医
院

20
7-

00
02
東
大
和
市

湖
畔

1-
10

43
-3

9
内
科
・
小
児
科
・
神
経
科
・
精
神
科

南
街
診
療
所

20
7-

00
14
東
大
和
市

南
街

5-
30

-7
内
科
・
小
児
科
・
神
経
科

三
船
ク
リ
ニ
ッ
ク

19
0-

00
23
立
川
市

柴
崎
町

3-
5-

7-
4F

神
経
科
・
精
神
科
・
心
療
内
科

上
杉
ク
リ
ニ
ッ
ク

19
0-

00
23
立
川
市

柴
崎
町

2-
1-

8-
4F

神
経
科
・
精
神
科
・
心
療
内
科

徳
島
診
療
所
眼
科

18
9-

00
24
東
村
山
市

富
士
見
町

1-
2-

14
眼
科

学
園
診
療
所

18
7-

00
45
小
平
市

学
園
西
町

2-
14

-1
9-

2Ｆ
内
科
・
呼
吸
器
科
・
消
化
器
科
・
循
環
器
科
・
外
科
・
皮
膚
科

府
中
脳
神
経
外
科
診
療
所

18
3-

00
56
府
中
市

寿
町

1-
3-

10
-1

01
一
般
外
科
・
脳
神
経
外
科

小
平
い
り
え
ク
リ
ニ
ッ
ク

18
7-

00
01
小
平
市

大
沼
町

2-
43

9
内
科
・
呼
吸
器
科
・
循
環
器
科

み
や
た
小
児
科

19
0-

00
02
立
川
市

幸
町

1-
11

-3
小
児
科
・
内
科
・
皮
膚
科

立
川
相
互
病
院
付
属
子
ど
も
診
療
所

19
0-

00
22
立
川
市

錦
町

1-
23

-2
5-

1F
小
児
科

た
か
つ
き
ク
リ
ニ
ッ
ク

19
6-

00
14
昭
島
市

田
中
町

56
2-

8-
2Ｆ

精
神
科

山
口
医
院

18
5-

00
03
国
分
寺
市

戸
倉

2-
11

-5
5

内
科
・
小
児
科
・
皮
膚
科

コ
ン
フ
ォ
ー
ト
三
鷹
ク
リ
ニ
ッ
ク

18
1-

00
13
三
鷹
市

下
連
雀

7-
8-

15
内
科
・
循
環
器
科
・
消
化
器
科
・
人
間
ド
ッ
ク

石
川
ク
リ
ニ
ッ
ク

18
6-

00
02
国
立
市

東
1-

1-
30

-2
01

心
療
内
科
・
精
神
科

奥
住
内
科
循
環
器
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

20
8-

00
22
武
蔵
村
山
市

榎
2-

85
-1

内
科
・
循
環
器
科
・
呼
吸
器
科
・
消
化
器
科

お
か
だ
ク
リ

ク
18

7
00

02
小
平
市

花
小
金
井

3
2

5
1F

脳
神
経
外
科
内
科
神
経
内
科
外
科
リ
科

お
か
だ
ク
リ
ニ
ッ
ク

18
7-

00
02
小
平
市

花
小
金
井

3-
2-

5-
1F

脳
神
経
外
科
・
内
科
・
神
経
内
科
・
外
科
・
リ
ハ
科

藤
原
医
院

20
2-

00
02
西
東
京
市

ひ
ば
り
が
丘
北

4-
8-

4
内
科
・
小
児
科
・
皮
膚
科
・
外
科

し
の
み
や
ク
リ
ニ
ッ
ク

10
1-

00
25
千
代
田
区

神
田
佐
久
間
町

3-
37

-5
8-

3F
心
療
内
科
・
精
神
科
・
神
経
科

医
療
法
人
社
団
　
石
山
医
院

20
7-

00
14
東
大
和
市

南
街

1-
32

-4
ア
レ
ル
ギ
ー
科
・
内
科

半
田
医
院

20
8-

00
13
武
蔵
村
山
市

大
南

3-
54

-1
6

循
環
器
科
・
ア
レ
ル
ギ
ー
科
・
消
化
器
科

新
井
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

36
0-

00
12
熊
谷
市

上
之

17
91

-1
小
児
科

宮
村
ク
リ
ニ
ッ
ク

18
7-

00
45
小
平
市

学
園
西
町

2-
13

-3
7-

3F
内
科
・
消
化
器
科
・
循
環
器
科
・
呼
吸
器
科
・
心
療
内
科
・
神
経
内
科

廻
田
ク
リ
ニ
ッ
ク

18
9-

00
25
東
村
山
市

廻
田
町

1-
31

-5
4

内
科
・
神
経
内
科
・
心
療
内
科

き
く
し
ま
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

18
7-

00
45
小
平
市

学
園
西
町

3-
25

-1
7

内
科
・
小
児
科
・
外
科
・
放
射
線
科

メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
お
ぎ
く
ぼ

16
7-

00
51
杉
並
区

荻
窪

5-
30

-1
6-

4F
精
神
科
・
神
経
科

知
念
医
院

20
2-

00
11
西
東
京
市

泉
町

1-
11

-1
4

内
科
・
小
児
科

武
居
小
児
科
医
院

18
0-

00
23
武
蔵
野
市

境
南
町

2-
8-

17
-2

F
小
児
科

吉
森
ク
リ
ニ
ッ
ク

20
4-

00
22
清
瀬
市

松
山

1-
12

-1
4-

2F
精
神
科
・
心
療
内
科
・
精
神
科
デ
イ
ケ
ア
・
精
神
科
ナ
イ
ト
ケ
ア

立
野
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

17
7-

00
54
練
馬
区

立
野
町

14
-2

1
精
神
科
・
神
経
科

安
部
医
院

20
2-

00
15
西
東
京
市

保
谷
町

3-
24

-2
耳
鼻
科
・
内
科
・
小
児
科

愛
の
泉
診
療
所

18
9-

00
01
東
村
山
市

秋
津
町

3-
12

-3
内
科

エ
ム
・
ク
リ
ニ
ッ
ク

18
7-

00
02
小
平
市

花
小
金
井

1-
29

-5
脳
神
経
外
科
・
呼
吸
器
科
・
内
科
・
ア
レ
ル
ギ
ー
科
・
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
・
肺
が
ん

ド
ッ
ク

関
根
医
院

18
9-

00
12
東
村
山
市

萩
山
町

1-
32

-2
皮
膚
科
・
泌
尿
器
科

東
京
都
清
瀬
喜
望
園
診
療
所

20
4-

00
23
清
瀬
市

竹
丘

3-
1-

72
内
科
・
皮
膚
科

ゆ
ず
る
ク
リ
ニ
ッ
ク

18
7-

00
32
小
平
市

小
川
町

1-
97

2-
7

内
科
・
外
科
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医
療
機
関
名

〒
市
町
村

以
下
住
所

診
療
科

さ
い
と
う
ク
リ
ニ
ッ
ク

22
1-

08
25
横
浜
市

神
奈
川
区
反
町

3-
22

-4
神
経
科
・
神
経
内
科
・
精
神
科

加
来
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

18
7-

00
32
小
平
市

小
川
町

2-
18

58
内
科

久
内
医
院

20
2-

00
13
西
東
京
市

中
町

2-
1-

17
内
科
・
小
児
科

廣
野
医
院

18
4-

00
14
小
金
井
市

貫
井
南
町

4-
29

-2
2

内
科
・
小
児
科
・
外
科
・
皮
膚
科

吉
野
内
科
神
経
内
科
医
院

27
2-

08
27
市
川
市

国
府
台

3-
3-

16
内
科
・
神
経
内
科
・
リ
ハ
科

学
園
東
・
ひ
ら
ぐ
り
ク
リ
ニ
ッ
ク

18
7-

00
43
小
平
市

学
園
東
町

3-
6-

34
-1
Ｆ

呼
吸
器
科
・
内
科
・
ア
レ
ル
ギ
ー
科
・
皮
膚
科
・
外
科

吉
祥
寺
け
い
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

18
0-

00
04
武
蔵
野
市

吉
祥
寺
本
町

1-
32

-9
-2

06
心
療
内
科
・
神
経
科
・
精
神
科

賀
古
整
形
外
科

35
9-

00
38
所
沢
市

北
秋
津

12
4-

1
外
科
・
整
形
外
科
・
リ
ハ
科
・
形
成
外
科

平
野
ク
リ
ニ
ッ
ク

20
4-

00
22
清
瀬
市

松
山

1-
4-

20
-1

03
泌
尿
器
科
・
腎
臓
内
科

ひ
も
ろ
ぎ
心
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

17
0-

00
02
豊
島
区

巣
鴨

1-
20

-1
0-

5F
心
療
内
科
・
神
経
科
・
精
神
科
・
内
科

や
の
医
院

18
7-

00
21
小
平
市

上
水
南
町

2-
23

-4
1

内
科
・
小
児
科

お
ぜ
き
ク
リ
ニ
ッ
ク

20
8-

00
13
武
蔵
村
山
市

大
南

2-
39

-1
内
科
・
整
形
外
科

あ
き
や
ま
子
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

18
1-

00
12
三
鷹
市

上
連
雀

4-
3-

3
小
児
科

春
原
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

21
1-

00
44
川
崎
市

中
原
区
新
城

3-
2-

13
-2

F
内
科
・
循
環
器
科
・
呼
吸
器
科
・
脳
神
経
内
科
・
皮
膚
科

北
原
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

38
1-

22
17
長
野
市

稲
里
町
中
央

4-
15

-7
精
神
科
・
神
経
内
科
・
心
療
内
科

小
平
北
口
ク
リ
ニ
ッ
ク

18
7-

00
01
小
平
市

大
沼
町

2-
39

8-
3

内
科
・
人
工
透
析

水
谷
医
院

18
9-

00
13
東
村
山
市

栄
町

1-
13

-1
内
科
・
小
児
科
・
往
診
・
在
宅
医
療

桑
田
医
院

18
9-

00
26
東
村
山
市

多
摩
湖
町

1-
30

-4
内
科
・
消
化
器
科
・

か
わ
か
み
心
療
ク
リ
ニ
ッ
ク

33
0-

00
81
さ
い
た
ま
市

中
央
区
新
都
心

4-
8-

2F
・

3F
心
療
内
科
・
神
経
科

田
中
神
経
ク
リ
ニ
ッ
ク

24
4-

08
42
横
浜
市

栄
区
飯
島
町

13
29

-1
5

精
神
神
経
科

緑
杉
会
　
本
町
ク
リ
ニ
ッ
ク

18
5-

00
12
国
分
寺
市

本
町

2-
7-

10
-2

F
整
形
外
科
・
内
科
・
リ
ウ
マ
チ
科
・
リ
ハ
科

滝
山
ク
リ
ニ
ッ
ク

20
3-

00
33
東
久
留
米
市

滝
山

4-
12

-1
5-

10
8

内
科
・
外
科
・
整
形
外
科
・
皮
膚
科
・
形
成
外
科

国
分
寺
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

18
5-

00
12
国
分
寺
市

本
町

1-
7-

3-
1F

精
神
科
・
神
経
科
・
心
療
内
科

白
矢
眼
科
医
院

18
7-

00
41
小
平
市

美
園
町

1-
4-

12
眼
科

し
み
ず
内
科
循
環
器
ク
リ
ニ
ッ
ク

18
7-

00
03
小
平
市

花
小
金
井
南
町

1-
26

-3
5-

1F
内
科
・
循
環
器
科

志
木
北
口
ク
リ
ニ
ッ
ク

35
3-

00
04
志
木
市

本
町

5-
24

-1
7-

4F
精
神
科
・
神
経
科
・
心
療
内
科

ふ
じ
井
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

20
4-

00
21
清
瀬
市

元
町

1-
11

-1
4

内
科
・
消
化
器
科
・

松
岡
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

18
7-

00
02
小
平
市

花
小
金
井

1-
1-

11
-3

F
内
科
・
呼
吸
器
科
・
ア
レ
ル
ギ
ー
科

日
本
鋼
管
病
院

2
1
0
-
0
8
5
2
川
崎
市

川
崎
区
鋼
管
通

1-
2-

1
内
科
・
外
科
・
産
婦
人
科
・
小
児
科
・
整
形
外
科
・
耳
鼻
科
・
精
神
神
経
科
・
眼
科
・
泌

尿
器
科
・
ス
ポ
ー
ツ
整
形
外
科

く
に
た
ち
南
口
診
療
所

18
6-

00
04
国
立
市

中
1-

16
-2

5
内
科
・
小
児
科
・
外
科
・
消
化
器
科
・
肛
門
科
・
泌
尿
器
科
・
整
形
外
科
・
リ
ウ
マ
チ
科

花
楯
こ
こ
ろ
・
か
ら
だ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

18
1-

00
13
三
鷹
市

下
連
雀

3-
36

-3
-2

F
心
療
内
科
・
神
経
科

み
な
と
み
ら
い
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

22
0-

00
12
横
浜
市

西
区

4-
7-

1-
2Ｆ

内
科
・
消
化
器
科
・
心
療
内
科

佐
藤
神
経
内
科
診
療
所

17
7-

00
34
練
馬
区

富
士
見
台

2-
31

-2
3-

1Ｆ
内
科
・
神
経
内
科

ご
と
う
内
科

20
2-

00
21
西
東
京
市

東
伏
見

2-
1-

6
内
科
・
呼
吸
器
科
・
小
児
科
・
ア
レ
ル
ギ
ー
科

が
ん
ぼ
ク
リ
ニ
ッ
ク

18
8-

00
14
西
東
京
市

芝
久
保
町

3-
30

-1
6

ア
レ
ル
ギ
ー
科
・
耳
鼻
咽
喉
科
・
内
科
・
小
児
科

多
摩
国
分
寺
こ
こ
ろ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

18
5-

00
21
国
分
寺
市

南
町

3-
17

-2
-6
Ｆ

心
療
内
科
・
精
神
科

北
原
ク
リ
ニ
ッ
ク

17
5-

00
92
板
橋
区

赤
塚

7-
4-

17
内
科
・
小
児
科

西
尾
ク
リ
ニ
ッ
ク

18
7-

00
11
小
平
市

鈴
木
町

1-
41

6-
1

消
化
器
科
（
胃
腸
科
）
内
科
・
肛
門
科
・
外
科

武
蔵
野
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

20
2-

00
23
西
東
京
市

新
町

1-
2-

20
内
科
・
小
児
科
・
リ
ハ
科

杏
ク
リ
ニ
ッ
ク

18
8-

00
11
西
東
京
市

田
無
町

4-
8-

22
-1

02
内
科
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医
療
機
関
名

〒
市
町
村

以
下
住
所

診
療
科

あ
ず
ま
医
院

18
7-

00
43
小
平
市

学
園
東
町

2-
7-

24
内
科
・
消
化
器
科
・
小
児
科
・
外
科
・
産
婦
人
科
・
眼
科

田
中
耳
鼻
咽
喉
科
医
院

18
7-

00
02
小
平
市

花
小
金
井

1-
2-

20
-2
Ｆ

耳
鼻
咽
喉
科
・
気
管
食
道
科

喜
平
橋
耳
鼻
咽
喉
科

18
7-

00
44
小
平
市

喜
平
町

1-
7-

26
耳
鼻
咽
喉
科

鷹
の
台
眼
科

18
7-

00
32
小
平
市

小
川
町

1-
97

2-
7

眼
科

遠
藤
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

18
7-

00
01
小
平
市

大
沼
町

1-
15

8-
11

小
児
科
・
ア
レ
ル
ギ
ー
科

き
よ
せ
の
森
風
間
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

20
4-

00
21
清
瀬
市

元
町

1-
7-

8-
2F

内
科

き
よ
せ
松
山
ク
リ
ニ
ッ
ク

20
4-

00
22
清
瀬
市

松
山

2-
1-

3
整
形
外
科
・
内
科
・
リ
ハ
科

川
辺
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

20
4-

00
23
清
瀬
市

竹
丘

2-
1-

13
清
瀬
博
済
堂
ク
リ
ニ
ッ
ク

20
4-

00
23
清
瀬
市

竹
丘

2-
15

-1
5-

1Ｆ
内
科
・
循
環
器
内
科
・
糖
尿
病
内
科
・
腎
臓
病
内
科

斉
藤
小
児
科
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

20
2-

00
04
西
東
京
市

下
保
谷

4-
2-

21
内
科
・
小
児
科
・
ア
レ
ル
ギ
ー
科

芝
久
保
内
科
小
児
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

18
8-

00
14
西
東
京
市

芝
久
保
町

4-
12

-4
5

内
科
・
小
児
科

小
野
内
科
循
環
器
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

18
8-

00
04
西
東
京
市

西
原
町

5-
1-

8-
2Ｆ

内
科
・
循
環
器
科

吉
川
小
児
科
医
院

20
2-

00
11
西
東
京
市

泉
町

3-
1-

6
内
科
・
小
児
科
・
皮
膚
科

伏
見
外
科

20
2-

00
21
西
東
京
市

東
伏
見

3-
2-

2
外
科
・
整
形
外
科
・
脳
神
経
外
科
・
皮
膚
科
・
胃
腸
か
・
リ
ハ
科

千
賀
整
形
外
科

20
2-

00
14
西
東
京
市

富
士
町

4-
13

-2
5-

2F
整
形
外
科
・
リ
ハ
科

石
川
ク
リ
ニ
ッ
ク

20
2-

00
15
西
東
京
市

保
谷
町

2-
6-

1-
1F

内
科
・
皮
膚
科
・
循
環
器
科
・
消
化
器
科
・
胃
腸
科
・
小
児
科

や
ぎ
さ
わ
循
環
器
ク
リ
ニ
ッ
ク

20
2-

00
15
西
東
京
市

保
谷
町

4-
5-

6
循
環
器
科

ペ
ル
フ
ェ
滝
山
マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
リ
ニ
ッ
ク

20
3-

00
33
東
久
留
米
市

滝
山

5-
3-

6
産
科
・
婦
人
科

鈴
木
ク
リ
ニ
ッ
ク

20
3-

00
23
東
久
留
米
市

南
沢

5-
18

-5
0-

1F
内
科
・
泌
尿
器
科
・
リ
ハ
科

た
か
は
し
ク
リ
ニ
ッ
ク

20
3-

00
53
東
久
留
米
市

本
町

2-
3-

4
内
科
・
消
化
器
科
・
外
科
・
リ
ハ
科

子
田
整
形
外
科

20
3-

00
53
東
久
留
米
市

本
町

3-
1-

1
整
形
外
科
・
リ
ハ
科
・
リ
ウ
マ
チ
科

栄
光
会
第
一
診
療
所

18
9-

00
01
東
村
山
市

秋
津
町

5-
8-

84
内
科
・
消
化
器
内
科
・
胃
腸
科
・
小
児
科
・
皮
膚
科

く
ぬ
ぎ
産
婦
人
科

18
9-

00
14
東
村
山
市

本
町

1-
22

-2
4

産
科
・
婦
人
科

多
摩
あ
お
ば
病
院

18
9-

00
02
東
村
山
市

青
葉
町

2-
27

-1
精
神
科
・
神
経
科

武
蔵
村
山
病
院

20
8-

00
22
武
蔵
村
山
市

榎
1-

1-
5

内
科
・
皮
膚
科
・
小
児
科
・
産
婦
人
科
・
整
形
外
科
・
眼
科
・
耳
鼻
咽
喉
科
・
泌
尿
器
科

都
立
神
経
病
院

18
3-

00
42
府
中
市

武
蔵
台

2-
6-

1
脳
神
経
外
科
・
神
経
精
神
科
・
神
経
小
児
科
・
脳
神
経
外
科
・
神
経
眼
科
・
神
経
耳

科
・
リ
ハ
科
・
神
経
放
射
線
科
・
検
査
科
・

竹
丘
病
院

20
4-

00
23
清
瀬
市

竹
丘

2-
3-

7
内
科
・
神
経
内
科
・
胃
腸
科
・
循
環
器
科
・
皮
膚
科
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

吉
祥
寺
病
院

18
2-

00
11
調
布
市

深
大
寺
北
町

4-
17

-1
精
神
科
・
神
経
科

複
十
字
病
院

20
4-

85
22
清
瀬
市

松
山

3-
1-

24
呼
吸
器
内
科
・
呼
吸
器
外
科
・
消
化
器
内
科
・
ア
レ
ル
ギ
ー
科
・
整
形
外
科
・
循
環
器

科
・
内
科
・
リ
ハ
科
・
神
経
内
科
・
皮
膚
科
・
泌
尿
器
科

長
谷
川
病
院

18
1-

00
15
三
鷹
市

大
沢

2-
20

-3
6

精
神
科
・
心
療
内
科
・
神
経
内
科
・
内
科

あ
き
る
台
病
院

19
7-

08
04
あ
き
る
野
市

秋
川

6-
5-

1
内
科
・
精
神
科
・
神
経
内
科
・
消
化
器
科
・
循
環
器
科
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
科
・
麻
酔
科

岡
山
旭
東
病
院

70
3-

82
65
岡
山
市

中
区
倉
田

56
7-

1
脳
神
経
外
科

,整
形
外
科

,神
経
内
科

,内
科

,循
環
器
科

,形
成
外
科

,リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科

,麻
酔
科

,放
射
線
科

中
村
病
院

34
2-

00
03
吉
川
市

八
子
新
田

37
9

精
神
科
・
神
経
科
・
心
療
内
科

西
狭
山
病
院

35
0-

13
05
狭
山
市

入
間
川

4-
19

-1
8

内
科
・
呼
吸
器
内
科
・
腎
臓
内
科
・

三
ヶ
島
病
院

35
9-

11
64
所
沢
市

三
ヶ
島

5-
19

70
精
神
科
・
心
療
内
科
・
神
経
内
科
・
内
科

埼
玉
協
同
病
院

33
3-

08
31
川
口
市

木
曽
呂

13
17

科
・
産
婦
人
科
・
放
射
線
科
・
麻
酔
科
・
精
神
科
・
神
経
内
科
・
眼
科
・
リ
ハ
科
・
耳
鼻
咽

喉
科
・
泌
尿
器
科
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医
療
機
関
名

〒
市
町
村

以
下
住
所

診
療
科

旭
中
央
病
院

28
9-

25
11
旭
市

イ
の

13
26

経
精
神
科
・
心
臓
外
科
・
整
形
外
科
・
内
科
・
脳
神
経
外
科
・
泌
尿
器
科
・
皮
膚
科
・
放

射
線
科
・
麻
酔
科
・
リ
ハ
科

久
喜
す
ず
の
き
病
院

34
6-

00
24
久
喜
市

北
青
柳

13
66

-1
心
療
内
科
・
精
神
科

所
沢
慈
光
病
院

35
9-

11
01
所
沢
市

北
中

1-
22

8
心
療
内
科
・
精
神
科
・
内
科

都
立
よ
つ
ぎ
療
育
園

12
4-

00
14
葛
飾
区

東
四
つ
木

4-
44

-1
-1

01
都
立
北
療
育
医
療
セ
ン
タ
ー

11
4-

00
33
北
区

十
条
台

1-
2-

3
小
児
科
・
整
形
外
科

都
立
東
部
療
育
セ
ン
タ
ー

13
6-

00
75
江
東
区

新
砂

3-
3-

25
小
児
科
・
神
経
内
科
・
内
科
・
リ
ハ
科
・
歯
科
・
整
形
外
科
・
精
神
科
・
耳
鼻
咽
喉
科
・
眼

科
・
婦
人
科
・
皮
膚
科
・
外
科
・
泌
尿
器
科

西
多
摩
療
育
支
援
セ
ン
タ
ー

1
9
7
-
0
8
3
2
あ
き
る
野
市

上
代
継
8
4
-
6

都
立
多
摩
療
育
園

18
3-

00
31
府
中
市

西
府
町

4-
7-

1
小
児
神
経
科
・
児
童
精
神
科
・
整
形
外
科
・
リ
ハ
科
・
耳
鼻
科
・
眼
科
・
小
児
歯
科

島
田
療
育
セ
ン
タ
ー

20
6-

00
36
多
摩
市

中
沢

1-
31

-1
小
児
科
・
整
形
外
科
・
リ
ハ
科

埼
玉
療
育
園

36
9-

12
04
大
里
郡
寄
居
町
大
字
藤
田

17
9-

1
さ
い
た
ま
市
総
合
療
育
セ
ン
タ
ー
ひ
ま
わ
り
学

園
　
療
育
セ
ン
タ
ー
さ
く
ら
草

33
8-

08
37
さ
い
た
ま
市

桜
区
田
島

2-
16

-2
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資料 33

精神科転倒転落アセスメントシート





N
C
N
P
 
精
神
科
転
倒
・
転
落
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
 
v
e
r
.
3
,
2
0
1
1

病
名

性
別

男
女

年
齢

＜
ア
セ
ス
メ
ン
ト
実
施
時
期
＞

①
入
院
時
・
転
棟
時

②
１
週
間
毎

③
転
倒
直
後

④
発
熱
時

⑤
身
体
拘
束
終
了

⑥
リ
ハ
ビ
リ
開
始
・
指
示
変
更
時

⑦
内
服
薬
変
更
時

 

A
　
既
往

歴 B
　
年
齢
7
0
歳
以
上
で
あ
る

① ②

D
　
認
知

精
神

E
看
護
師
の
直
感

転
倒
転
落
予
防
指
導

入
院
時

集
団

ナ
ー
ス
コ
ー
ル
指
導
が
守
れ
な
い

C
　
身
体

機
能

ア
 
 
セ
 
 
ス
 
 
メ
 
 
ン
 
 
ト
 
 
項
 
 
目

　 患 者 の 状 態 　
　
　
判
定
者
サ
イ
ン

入
院
年
月
日

起
立
時
ふ
ら
つ
き
が
あ
る

　
　
　
チ
ェ
ッ
ク
項
目
数
（
最
大
チ
ェ
ッ
ク
数
：
6
）

日
付

Ｎ
ｏ

 
過
去
、
１
年
間
に
転
倒
・
転
落
し
た
こ
と
が
あ
る

跛
行
、
突
進
・
前
傾
・
小
刻
み
・
す
り
足
歩
行

224





資料 34

医療安全研修会等について





平成22年度　医療安全及び感染症対策研修会一覧

【医療安全研修会】

実施日 研修会概要 延受講者数

1 H22.4.2 当院における医療安全管理体制 56

2 H23.4.6 患者確認について　ＫＹＴ 36

3 H22.5.13 深部静脈血栓症予防対策 83

4 H22.6.2 病院の変革を全職員で成し遂げるためには～ＱＣ活動の実践をとおして～ 78

5 H22.6.3 呼吸生理part1 74

6 H22.6.7 呼吸生理part2 59

7 H22.6.21 ＬＴＶ／ＢＩＰＡＰの取り扱い方 47

8 H22.7.12 医療訴訟の現状と対策 104

9 H22.9.6 心電図モニターについて 35

10 H22.11.15 医療事故における法的責任 113

11 H22.12.6 医療機器使用方法(輸液ポンプ･シリンジポンプ) 39

12 H23.1.20 当院における医療安全管理体制 3

13 H23.2.7 転倒転落防止 34

14 H23.3.24 医療安全シンポ（１年間の活動報告） 43

15 H23.3.29 窒息予防 38

計 842

【感染症対策研修会】

実施日 研修会概要 延受講者数

1 H22.6.4 感染対策の基本（手指衛生・正しい手の洗い方・ＰＰＥ物品の正しい使い方） 39

2 H22.6.15 精神科における感染対策 58

3 H22.12.16 冬の感染対策、抗菌薬の適切な投与法 39

計 136

225





資料 35

行動制限に関する一覧性台帳を用いた隔離・
身体拘束施行量を示す質指標の開発
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資料 36

病院機能評価スケジュールについて





上
旬

中
旬

下
旬

上
旬

中
旬

下
旬

上
旬

中
旬

下
旬

上
旬

中
旬

受
審
日

1
受
審
の
宣
言

2
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
立
ち
上
げ

3
受
審
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
立
案
・
情
報
収
集

実
施
事
項

進
　
捗
　
状
　
況
　
等

※
黒
字
は
実
施
(終
了
)済
の
も
の
。
青
字
（
赤
字
）
は
進
行
中
又
は
今
後
予
定
の
も
の

2
0
年
1
2
月
「
病
院
機
能
評
価
受
審
」
講
演
会
開
催
。

2
1
年
2
月
「
講
演
会
記
録
冊
子
」
作
成
し
、
各
職
場
長
へ
配
付
→
受
審
意
識
の
植
え
付
け
。

受
審
検
討
会
の
立
ち
上
げ
準
備

2
1
年
5
月
よ
り
各
作
業
部
会
(領
域
)で
の
自
己
評
価
を
実
施
→
２
１
年
９
月
に
自
己
評
価
終
了
(第
１
回
目
)

各
部
会
に
お
い
て
問
題
点
(Ｃ
評
価
)の
把
握
Ｃ
評
価
項
目
の
改
善
計
画
検
討

毎
月
の
受
審
準
備
会
(第
３
木
曜
日
)で
受
審
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
及
び
受
審
準
備
作
業
の
検
討
及
び
進
捗
状
況
管
理
実
施

日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
受
審
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
(平
成
２
３
年
４
月
２
８
日
現
在
)

３
月

４
月

５
月

2
1
年
4
月
幹
部
会
議
で
Ｐ
Ｊ
チ
ー
ム
と
し
て
の
受
審
作
業
部
会
体
制
承
認

→
各
領
域
別
の
作
業
部
会
（
６
部
会
）
を
編
成
し
、
活
動
開
始

６
月

　 　 　

4
自
己
評
価
の
実
施
・
取
り
ま
と
め

5
改
善
活
動
の
実
施

6
受
審
の
申
請

7
業
務
委
託
の
契
約
締
結

8
受
審
病
院
説
明
会
参
加

9
受
審
病
院
登
録
票
　
提
出

1
0
無
料
相
談
会
参
加

受 　 審 　 準 　 備 　 か 　 ら 　 訪 　 問 　 審

２
３
年
２
月
２
４
日
４
名
参
加
→
副
院
長
、
総
務
課
長
、
副
看
護
部
長
、
医
事
室
長

事
前
に
質
問
内
容
登
録
済
。
(臨
床
評
価
指
標
統
計
、
診
療
録
管
理
体
制
、
診
療
録
記
載
基
準
、
精
神
科
隔
離
室
関
係
)

機
構
の
サ
ー
ベ
イ
ヤ
ー
が
面
談
。
(考
え
方
・
回
答
)

３
月
１
５
日
(火
)１
５
：
３
０
～
：
院
長
、
企
画
戦
略
室
長
、
作
業
部
会
メ
ン
バ
ー
(診
療
部
門
及
び
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の
責
任
者
含
)、
看
護
師
長
、
そ

の
他
関
係
部
門

受
審
向
け

現
在
ま

進
捗
状
況
及
び
自
評
価
票

内
容
及
び
評
価
基
づ
く
課
題
問
題
点
等
を
提

解
決
向
け
た
具

２
２
年
１
１
月
１
７
日
３
名
参
加
→
総
合
外
科
部
長
、
看
護
部
長
、
総
務
課
長

２
２
年
１
２
月
１
０
日
提
出
済

Ｃ
評
価
項
目
に
対
し
て
各
部
会
毎
に
問
題
点
整
理
及
び
改
善
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
作
成
し
、
改
善
で
き
る
も
の
か
ら
作
業
実
施
中
。

第
２
回
目
の
自
己
評
価
票
項
目
の
再
評
価
確
認
(下
位
項
目
全
部
)を
各
部
会
に
お
い
て
実
施
済
(３
月
４
日
迄
期
限
)

２
２
年
１
０
月
２
８
日
申
請
済

２
２
年
１
１
月
２
４
日
締
結
済
→
１
２
月
８
日
申
込
金
５
２
５
千
円
支
払
済

→
各
部
会
に
お
い
て
問
題
点
(Ｃ
評
価
)の
把
握
→
Ｃ
評
価
項
目
の
改
善
計
画
検
討

1
1
作
業
部
会
全
体
会
議
(仮
称
)開
催

1
2
現
況
調
査
票
　
提
出
（
W
e
b
に
て
）

1
3
病
院
資
料
（
右
の
資
料
）
　
提
出

1
4
自
己
評
価
調
査
票
　
提
出
（
W
e
b
に
て
）

1
5
訪
問
審
査
日
の
調
整
・
決
定

審 　 査 　 受 　 審 　 ま 　 で

受
審
に
向
け
て
の
現
在
ま
で
の
進
捗
状
況
及
び
自
己
評
価
票
の
内
容
及
び
評
価
に
基
づ
く
課
題
・
問
題
点
等
を
提
示
し
、
解
決
に
向
け
た
具

体
的
な
活
動
を
行
う
部
署
・
担
当
者
等
へ
の
作
業
振
り
分
け
の
周
知
を
図
り
、
病
院
職
員
全
体
に
よ
る
改
善
活
動
の
実
施
を
行
う
。

提
出
期
限
２
３
年
５
月
１
３
日
。
３
月
中
旬
に
終
了
し
た
第
２
回
目
の
自
己
評
価
結
果
を
基
に
し
て
、
そ
の
後
の
改
善
状
況
に
よ
り
そ
の
内
容
を

見
直
し
、
機
構
提
出
最
終
版
の
自
己
評
価
票
を
作
成
す
る
。
→
提
出
期
限
を
５
／
１
３
迄
延
長
し
て
も
ら
っ
た
の
で
、
そ
の
間
で
追
加
評
価
作

業
を
実
施
す
る
。

４
／
４
連
絡
あ
り
。
→
当
方
の
希
望
ど
お
り
６
／
２
８
か
ら
３
０
で
決
定
。

５
月
中
に
発
送
さ
れ
る
日
程
通
知
の
文
書
受
領
後
、
残
り
の
評
価
料
（
残
金
）
を
支
払
う
。

提
出
期
限
２
３
年
４
月
１
５
日
。

①
病
院
の
沿
革
 ②
病
院
案
内
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）
 ③
病
院
組
織
図
 ④
入
院
案
内
 ⑤
病
院
内
会
議
・
委
員
会
（
組
織
）
一
覧
　
を
提
出
。

提
出
期
限
２
３
年
４
月
１
日
。

２
３
年
１
月
７
日
付
各
作
業
部
会
及
び
関
係
部
門
長
宛
に
現
況
調
査
票
へ
の
記
載
依
頼

資
料
揃
っ
た
後
、
内
容
の
再
確
認
・
変
更
等
を
実
施
し
、
調
査
票
約
１
０
０
ペ
ー
ジ
分
の
内
容
を
機
構
の
ｗ
ｅ
ｂ
へ
登
録
作
業
を
実
施
。

→
４
／
１
４
機
構
よ
り
デ
ー
タ
エ
ラ
ー
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
送
付
あ
り
。
→
２
週
間
以
内
に
変
更
・
追
加
提
出
。
（
４
／
２
７
迄
）
→
４
／
２
６
提
出
済

1
5
訪
問
審
査
日
の
調
整
決
定

1
6
訪
問
審
査
の
実
施

６
／
２
８

～
３
０

訪
問
審
査
当
日
の
進
行
モ
デ
ル
案
を
作
成
し
、
２
月
７
日
の
病
院
幹
部
会
議
で
配
付
済
。
３
月
１
５
日
の
全
体
会
議
で
提
示
済
。

・
訪
問
審
査
当
日
の
進
行
モ
デ
ル
案
に
つ
い
て
、
５
月
中
旬
に
調
整
予
定
。
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資料 37

医療観察法病棟の概要について





医療観察法病棟等について 

 
 
 
【概要】 

国立精神・神経医療研究センター病院には、2棟の医療観察法病棟（8病棟及び9病棟）が設置

されている。平成17年8月2日に開棟した8病棟は我が国初の医療観察法病棟であり、その後建

設された全国の指定入院医療機関のモデルとなっている。 

また、平成22年 4月 4日に開棟した9病棟は、医療観察法入院対象者の身体合併症医療を提

供することを目的のひとつとしている。そのため病棟内には、High Care Unit3床が設置されており、

陽圧室・陰圧室としての機能を備えている。また、病棟内には人工透析施設、小手術室も設置され

ている。他の指定入院医療機関での治療困難症例、身体合併症症例、m-ECT 目的の症例の積

極的受け入れを行っている。両病棟とも収容可能病床数は、34 床となっている。 

 
 
【CPA】 

 英国の司法精神医療で行われている地域でのモニタリング体制、支援方法の実際（多職種専門

チーム医療、司法と医療との連携を含む）に関する文献的検討を進め、平成 16 年度厚生科学研

究費補助金（障害保健福祉総合研究事業）分担研究「重度精神障害者に対する地域でのモニタリ

ング体制、支援方法の開発に関する研究」（当センター）において、わが国に適した医療観察法対

象者に対する地域でのモニタリング体制、支援方法として Care Programme Approach in Japan（以

下、CPA-J）が開発された。その特徴は、次の通りである。 

 

１．適切な枠組み構築による、多職種チーム医療の効率的で円滑な実現 

２．医療・保健・福祉サービスの包括的提供 

３．多職種チームによる全人的な医療の提供 

４．治療の標準化を促進 

５．ケア・コーディネーターの存在 

６．多職種チーム会議による方針決定 

７．責任の共有 

８．文書化されたケア計画 

９．説明と同意 

１０．指定入院医療機関から指定通院医療機関へ、一貫したケアの円滑な移行 

１１．継続的かつ、統一化されたケアの提供 

１２．状態およびニーズに合わせたケアの提供 

１３．リスク評価に基づく危機予防と危機介入 

１４．ケア計画の定期的評価および見直し 
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１５．ケアサービス選定への患者負担の軽減 

１６．事故の評価、考察からマニュアル、ガイドラインへのフィードバック 
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資料 38

TMC臨床研究研修制度(Clinical Research
Track)開催案内





 2 0 1 0年  入 門  講  座  

               &  倫 理 講 座 

  

開催日：７月３０日（金） 

会場：研究所3号館 セミナ―室 

トランスレーショナル・メディカルセンター 

2010.4.14 

TMC臨床研究研修制度(Clinical Research Track)   

 内容 講師 

13:00-13:10 Introduction 武田 伸一 

入  門   講  座 

13:10-14:10 臨床研究の歴史と意義  中川 敦夫 

14:20-15:20 臨床疑問を考える 中川 敦夫 

15:30-16:30 臨床研究のデザインと臨床疫学  米本 直裕 

16:50-18:10 研究倫理の基礎  松岡 豊 

18:15-19:00 総合討論・意見交換会   

倫  理  講  座 
（「倫理研修記録制度」対象講義） 

   

   

お問い合わせ：TMC臨床研究研修制度事務局 企画医療研究課 内線5102 

独立行政法人 国立精神・神経医療研究センター トランスレーショナル・メディカルセン

ター(TMC)の事業の一環として、「臨床研究研修制度(CRT: Clinical Research Track)」に

もとづく「入門講座」と「倫理講座」を開催いたします。 

「入門講座」ならびに「倫理講座」は、臨床研究に携わる全職種を対象に、エビデンスの

基づく医療(EBM)や研究倫理の基礎など臨床研究に必要な基本事項の理解をはかるこ

とを目的とした内容になっております。奮ってご参加ください。 
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演者：演者：演者：   

岩田純一先生岩田純一先生岩田純一先生   
（文部科学省（文部科学省（文部科学省   研究振興局研究振興局研究振興局   ライフサイエンス課ライフサイエンス課ライフサイエンス課   

生命倫理・安全対策室生命倫理・安全対策室生命倫理・安全対策室   室長補佐）室長補佐）室長補佐）   

日時：日時：日時：   

平成平成平成222222年年年111月月月212121日（金）日（金）日（金）   

                  171717時～時～時～181818時時時   

会場：会場：会場：   

国立精神・神経医療研究センター国立精神・神経医療研究センター国立精神・神経医療研究センター   

               研究所３号館セミナー室研究所３号館セミナー室研究所３号館セミナー室   
   

問合せ先：問合せ先：問合せ先：倫理委員会事務局倫理委員会事務局倫理委員会事務局   381138113811   

・本講座は、「ヒトＥＳ細胞の樹立及び分配に関する指針」（平成22年5月20日 

 改正、文部科学省告示第八十六号）に定められる「教育研修」とします。 

 ヒトES細胞を使用した研究を予定している職員はご参加ください 。 

・本講座は、「研究倫理に関する研修受講記録制度」（平成22年12月14日、 

 国立精神・神経医療研究センター倫理委員会）の「更新対象講習会」の1つと 

 します。 

・本講座は、ビデオ収録を予定しておりません。 

「ヒトＥＳ細胞の樹立及び分配に関する指針」 

に定められる「教育研修」「教育研修」「教育研修」 
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 2 0 1 0年   実   践   講   座     

 会場：研究所3号館 セミナ―室 

トランスレーショナル・メディカルセンター 

 内容 講師 

4月16日（金） 

17：00- 

精神神経領域の臨床研究論文を読むのに必要な統計学  米本 直裕 

4月21日（水） 

17：00- 

研究デザイン1：観察研究（コホート研究、ケースコントロール研究）  米本 直裕 

4月23日（金） 

17：00- 

ニュージーランドにおける出生コホート研究の紹介  鈴木 友理子 

5月14日（金） 

17：00- 

研究デザイン2：介入研究（ランダム化比較試験）  米本 直裕 

6月11日（金） 

17：00- 

臨床研究（臨床試験）の計画と実施  中林 哲夫 

6月18日（金） 

17：00- 

介入研究の実際とEBM  中川 敦夫 

10月26日（火） 

17：15- 

特別企画 “Meet the Expert”  第一回 
精神疾患の臨床研究への道 -その本質とコツ-  

大阪大学 

橋本 亮太 

10月28日（木） 

17：15- 

臨床研究の価値と信頼性  細井 薫 

11月19日（金） 

17：15- 

効果的なプレゼンテーション  中川 敦夫 

11月24日（水） 

17：30- 

臨床研究論文の書き方        ※9月24日からの変更 松岡 豊 

（仮題）ヒト試料の研究利用と倫理 東京大学 

井上 悠輔 

（仮題）医学研究における個人情報保護 富山大学 

松井 健志 

2011年 

1月28日（金） 

15:00-  

お問い合わせ：TMC臨床研究研修制度事務局 企画医療研究課  内線5102 

TMC臨床研究研修制度(Clinical Research Track)   

独立行政法人 国立精神・神経医療研究センター トランスレーショナル・メディカルセンター

(TMC)の事業の一環として、「臨床研究研修制度(CRT: Clinical Research Track)」にもとづく

「実践講座」を開催いたします。 

本講座は、自ら臨床研究を行おうとする者を対象に、文献検索、臨床研究デザイン、生物

統計学、データマネジメント、臨床研究実務の理解、症状評価技法、研究論文作成、プレゼ

ンテーション、研究費獲得、特許などの理解を図ることを目的とした内容になっております。

奮ってご参加ください。 
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資料 39

モデル研修について





平成22年度NCNP主催モデル研修一覧（医療観察法病棟を除く。）

受講者数（人）

うち、NCNP
職員

（第4回）精神科医療評価・均てん化研修 39 0 H22.6.14 ～ H22.6.15

  （第5回）発達障害早期総合支援研修 72 0 H22.6.23 ～ H22.6.25

 （第47回）精神保健指導課程研修 26 0 H22.6.30 ～ H22.7.2

 （第1回）心理職自殺予防研修 60 0 H22.7.6

 （第９回）発達障害支援医学研修 41 0 H22.7.7 ～ H22.7.8

（第5回）司法精神医学研修 48 2 H22.7.13 ～ H22.7.16

 （第1回）ＰＴＳＤ医療研修 32 0 H22.7.22

 （第4回）自殺総合対策企画研修 101 0 H22.8.25 ～ H22.8.27

（第8回）摂食障害治療研修 41 0 H22.8.31 ～ H22.9.3

 （第24回)薬物依存臨床医師研修 15 0 H22.9.7 ～ H22.9.10

（第12回）薬物依存臨床看護等研修 34 0 H22.9.7 ～ H22.9.10

  （第1回）精神科医療従事者自殺予防研修 74 1 H22.9.14 ～ H22.9.15

 （第3回）発達障害精神医療研修 39 0 H22.9.29 ～ H22.10.1

（第2回）アウトリーチによる地域ケアマネジメント並びに訪問型生活訓練研修 62 0 H22.10.19 ～ H22.10.22

   （第1回）自殺予防のための自傷行為とﾊﾟｰｿﾅﾘﾃｨ障害の理解と対応研修 99 0 H22.11.8 ～ H22.11.9

（第7回）摂食障害看護研修 54 0 H22.11.10 ～ H22.11.12

  （第2回）精神科医療従事者自殺予防研修 75 0 H22.11.30 ～ H22.12.1

 （第5回）犯罪被害者メンタルケア研修 29 3 H23.1.17 ～ H23.1.19

（第8回）ＡＣＴ研修 48 2 H23.2.1 ～ H23.2.4

 （第10回）発達障害支援医学研修 26 0 H23.2.9 ～ H23.2.10

薬物依存認知行動療法研修 59 H22.11.16 ～ H22.11.17

PTSD認知行動療法研修 22 H22.10.4 ～ H22.10.7

不眠症認知行動療法研修 40 H22.8.19 ～ H22.8.20

第1回うつ病認知行動療法研修 76 H22.8.23 ～ H22.8.24

第2回うつ病認知行動療法研修 68 H22.12.21 ～ H22.12.22

第3回うつ病認知行動療法研修 72 H23.2.14 ～ H23.2.15

光トポグラフィー研修 29 H22.12.8

包括的暴力防止プログラム研修 28 4 H22.6.15 ～ H22.6.18

包括的暴力防止プログラム研修 31 4 H22.11.9 ～ H22.11.12

eCODOに関する研修 26 H22.12.9

計 1,466 16

認知行動療法研修（センター内研修） 50 40 H22.4 ～ H23.3

外部向け
研 修

30 回

外部受講
者 数 計

1,460 人

研 修 名 実 施 日
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平成22年度NCNP主催モデル研修一覧（医療観察法病棟）

実施日 受講者所属施設 職種 人数 期間 目的

1 4/19～23 自治医科大学 医学生６年生 1 5日間 臨床実習

2 4/19～23 都立松沢病院 医師 1 5日間 開棟後研修

3 4/23 東京弁護士会 弁護士 11 0.5日 医療観察法研修

4 5/31～4 山梨県立北病院 看護師 1 5日間 開棟前研修

5 5/31～6/30 茨城県立友部病院 看護師 3 1か月 開棟前研修

6 6/9 保護観察所 関連職員 20 1日間 職員管理研究科研修

7 6/14～24 看護大学校 看護学生 7 各2日 政策医療看護学

8 6/28～7/9 看護大学校 看護学生 8 各2日 政策医療看護学

9 7/1～30 茨城県立友部病院 看護師 2 1か月 開棟前研修

10 7/12～16 埼玉県立精神医療センター 精神保健福祉士 1 5日間 開棟前研修

臨床心理士 1

11 7/12～23 看護大学校 看護学生 7 各2日 政策医療看護学

12 7/27 埼玉県立常盤高校 教師 1 4時間 医療観察法研修

13 7/28 所沢市医師会訪問看護ステーション 看護師 2 3時間 地域支援者研修

14 8/2～6 埼玉県立精神医療センター 作業療法士 1 5日間 開棟前研修

15 8/6 厚生労働省 関連職員 20 0.5日 医療観察法研修

16 8/25 札幌弁護士会 弁護士 6 0.5日 医療観察法研修

17 9/3～31 茨城県立友部病院 看護師 2 1か月 開棟前研修

18 9/6～17 看護大学校 看護学生 7 各2日 政策医療看護学

19 9/21～10/1 看護大学校 看護学生 7 各2日 政策医療看護学

20 10/1～29 茨城県立友部病院 看護師 2 1か月 開棟前研修

21 10/4～8 長野県立駒ヶ根病院 医師 1 5日間 ピアレビュー

作業療法士 1

静岡県立こころの医療センター 医師 1

看護師 1

鳥取医療センター 医師 1

臨床心理士 1

山梨県立北病院 臨床心理士 1

看護師 1

鹿児島姶良病院 医師 1

看護師 1

22 10/25～27 日本精神科看護技術協会 看護師 2 3日間 認定看護師制度実習

琉球病院 看護師 2

23 10/25～29 長野県駒ヶ根病院 臨床心理士 1 5日間 増床前研修

24 10/26 小平市議会 市会議員 30 0.5日 医療観察法研修

240



実施日 受講者所属施設 職種 人数 期間 目的

25 11/1～30 茨城県立友部病院 看護師 2 1か月 開棟前研修

26 11/5 保護観察所 社会復帰調整官 15 0.5日 新配属者研修

27 11/8～12 静岡県立こころの医療センター 看護師 3 5日間 増床前研修

臨床心理士 2

作業療法士 1

28 11/15～19 静岡県立こころの医療センター 医師 1 5日間 増床前研修

作業療法士 1

臨床心理士 1

看護師 2

精神保健福祉士 1

29 11/15 須磨生活支援センター 保健師 5 2時間 通院施設連携

30 1/5 嶺南病院 作業療法士 1 1日間 医療観察法研修

31 1/6 昭和医大烏山病院 心理士 2 4時間 医療観察法研修

32 1/25 京都医療少年院 心理士 2 1日間

33 1/26 神戸医大病院 看護師 3 4時間 医療観察法研修

34 1/26 神戸医大病院 医師 1 4時間 医療観察法研修

35 2/17 慈恵医科大学大学院 看護教員 2 4時間 医療観察法研修

36 2/22 東京医科歯科大学大学院 看護師 1 10日間 医療観察法研修

37 3/15 昭和医大烏山病院 看護師 1 4時間 医療観察法研修

精神保健福祉士 1

受講者計 204
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資料 40

精神科医療評価・均てん化研修について





平成 22 年度 国立精神・神経医療研究センター 精神保健研究所 

医学課程研修プログラム 

 

第４回 精神科医療評価・均てん化研修 

於：国立精神・神経医療研究センター 研究棟３号館１階 セミナールーム 

 

１．目  的：精神科医療の質の評価とその活用に関する専門的知識および技能を修得すること 

２．対 象 者：精神科救急・急性期医療施設において精神科診療に従事している専門医および管

理職（準ずる）スタッフ 

３．研修主題：精神疾患治療を担う精神科救急・急性期医療施設をとりまく現状を理解し、精神

科医療の質を高めるための専門的知識および技能を修得すること 

４．課程内容（敬称略） 

 

6 月 14 日（月） 

10:00 から  受付開始 

10:30～10:40 開講式・所長挨拶 

10:40～11:40 精神保健医療福祉の動向  

厚生労働省 社会・援護局障害保健福祉部 精神・障害保健課 川島邦裕 

11:40～13:00 昼食・休憩 

13:00～13:45 精神科救急における医療の質的向上の取り組み 

       静岡県立こころの医療センター （日本精神科救急学会） 平田豊明 

13:45～17:30  医療の質：薬剤処方・行動制限の最適化とチーム医療 

司会：野田寿恵 

抗精神病薬の定期処方と臨時処方 (13:45～14:15) 

神奈川県立こども医療センター  藤田純一 

隔離・身体拘束最小化のためのコア戦略 (14:20～15:00) 

財団法人復康会沼津中央病院  杉山直也 

行動制限調査研究から最適化を考える (15:05～15:35) 

国立精神・神経医療研究センター 精神保健研究所  野田寿恵 

行動制限最小化認定看護師の活動 (15:40～16:20) 

医療法人長尾会ねや川サナトリウム  浅川佳則 

eCODO イーコード (行動制限最適化データベースソフト) の使用経験から (16:25～16:55) 

財団法人復康会沼津中央病院  冨田 敦 

総合討論 (17:00～17:30) 

 コメンテーター 国立精神・神経医療研究センター病院 等々力信子 
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6 月 15 日（火） 

10:00～11:00 臨床研究  

国立精神・神経医療研究センター病院 治験管理室 中林哲夫 

11:00～11:10 問題提起：国立精神・神経医療研究センター病院における院内感染対策 

       国立精神・神経医療研究センター病院 感染管理認定看護師 平井久美子 

11:10～12:10 精神科医療における院内感染対策：インフルエンザとノロウイルスを中心に 

       松山記念病院 山内勇人 

12:10～12:30 総合討論 

12:30～13:30 昼食・休憩 

13:30～16:30 精神科医による精神障害者の身体管理（発表+質疑応答の時間：途中休憩あり） 

司会：伊藤弘人 

  抗精神病薬と糖尿病（35 分+5 分） 

    山梨県立北病院 三澤史斉 

精神障害者の糖尿病（35 分+5 分） 

国立国際医療研究センター国府台病院 内科糖尿病・内分泌外来  峯山智佳 

精神障害者の循環器疾患（心臓突然死を含む）（35 分+5 分） 

国立精神・神経医療研究センター 精神保健研究所 桑原和江 

精神障害者の消化器系疾患（15 分+5 分） 

 国立精神・神経医療研究センター病院 総合内科 大和 滋 

精神障害者の外科系疾患（15 分+5 分） 

 国立精神・神経医療研究センター病院 総合外科 三山健司 

16:30～16:45   アンケート記入時間 

16:45～17:00   閉講式・挨拶および受講証書授与 

 

課程主任         社会精神保健研究部 伊藤弘人 

課程副主任       社会精神保健研究部 野田寿恵 
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資料 41

診療のご紹介
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資料 42

こういう患者さんをご紹介ください
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1 
 

当
セ
ン
タ
ー
は
平
成
2
2
年
4
月
に
独
立
行
政
法
人
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
当
院
は
、
精
神
・
神
経
・
筋
・
発
達
障

害
を
中
心
と
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
病
院
と
し
て
、
研
究
所
と
連
携
し
て
疾
患
克
服
の
た
め
の
臨
床
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、
当
院
な

ら
で
は
の
高
度
専
門
的
医
療
の
提
供
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
使
命
を
果
た
す
た
め
に
は
、
関
係
医
療
機
関
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
、
病
病
・
病
診
連
携
を
推
進
す
る
こ
と
が
不
可
欠
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

そ
こ
で
、
地
域
や
関
連
医
療
機
関
の
皆
様
に
、
当
院
と
の
連
携
の
ご
参
考
に
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
当
院
で
行
っ
て
い
る
診
療
や
検
査
の

一
覧
表
を
作
成
し
ま
し
た
。
貴
院
で
該
当
す
る
患
者
さ
ん
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
ご
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。
医
療
機
関
の
医
師
の
方
か
ら
の

ご
依
頼
は
医
療
連
携
室
で
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
患
者
様
は
下
記
の
よ
う
な
専
門
的
診
療
や
検
査
を
行
っ
た
後
、

紹
介
状
と
検
査
結
果
等
を
添
え
て
、
ご
紹
介
元
の
医
療
機
関
に
紹
介
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
。
 
 

（
な
お
、
患
者
様
や
ご
家
族
か
ら
の
お
申
込
は
、
紹
介
状
を
お
持
ち
の
場
合
で
も
一
般
予
約
に
な
り
ま
す
。
 
 

一
般
予
約
は
、
予
約
セ
ン
タ
ー
0
4
2
-
3
4
6
-
2
1
9
0
(
直
通
)
で
、
平
日
9
：
0
0
～
1
5
:
0
0
承
り
ま
す
）
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■
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窓
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